
食に関する指導の全体計画①（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育推進組織 

学校保健委員会：校長、副校長、体育主任、養護教諭、栄養教諭 

アレルギー対策委員会：校長、副校長、養護教諭、栄養教諭 

児童の実態 

・給食を楽しみにしている児

童が多い。毎日、完食のク

ラスもある。 

・頑張って食べようとする姿

勢は見えるものの、好き嫌

いの多い児童がいる。 

・概ね朝ご飯を食べて登校 

している。 

大田区の教育目標 

〇意欲をもって自ら学び、考え、 

行動する人 

○思いやりと規範意識をもち、 

社会の一員としての役割を 

果たす人 

○自らの可能性を伸ばし、未来 

 を拓き地域を支える人 

食に関する指導 

教科等における食に関する指導：カリキュラム・マネジメントを取り入れた関連する教科等において食に関す 

る指導の視点を位置付けて指導 校内研究のテーマに沿った指導 

社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動 等 

給食の時間における食に関する指導：  食に関する指導：献立を通して学習、教科等で学習したことを確認 

給食指導：準備から片付けまでの一連の指導の中で習得  

校内放送（音声）、テレビ放送（映像）を使った指導 

個別的な相談指導：肥満・やせ傾向、食物アレルギー・疾患、スポーツ 

 

学校教育目標 
 

○よく考え、工夫する子 

○いつもねばり強く、がんばる子 

○こころ豊かに、助け合う子 

 

地場産物の活用 

給食で地場産物を積極的に使用する。昼の校内放送や産地黒板で詳しく知らせる。 

食に関する指導の目標 
１  食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。 

２  心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事の摂り方を理解し、自ら管理していく能力を 

身に付ける。 

３  正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身に付ける。 

４  食物を大事にし、食物の生産等に関わる人々への感謝の心を育む。 

５  食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。 

６  各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。 

目指す児童像 

（低学年） 食べることに関心をもって、好き嫌いなく食べて元気に過ごせる子 

（中学年） 自分の食を振り返り、よりよい食生活を実践できる子 

（高学年） 自分の健康を考え、よりよい食生活を実践できる子 

食育推進への評価 

活動評価：食に関する指導、学校給食の管理、連携・調整 

成果指標：児童の実態（年３回（区教育委員会の施策＋１回）の「早寝・早起き・朝ごはん週間」チェックシー

ト含む）、保護者・地域の実態 

家庭・地域との連携 

積極的な情報発信（毎日のホームページ更新）、出前授業の実施、食育授業への協力要請 

学校だより、給食だより、保健だより、給食試食会、学校保健委員会、地域教育連絡協議会 


